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世
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月
お
白
か
ら
お
B
に
か
け
て、
苫
小
牧
市

，E
医院魁
筒
川
で
開
催
さ
れ
る会一
回一信
樹
祭
に
ご
出
席

の
た
め、
天
皇
皇
后
両
陛
下
は、
北
海
道
を
行
幸
嘗
さ
れ
た。

苫
小
牧
市
で
は 、
天
皇
皇
后
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陛
下
苫
小
牧
奉
迎
委
員
会

が
結
成
さ
れ、
各
地
で
日
の
丸
の
小
頒
に
よ
る
奉
迎
や 、
提

灯
行
列
な
ど
が
行
わ
れ
た。
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「米下院慰安婦決議」
抗議する！

震曹聖’ 7 月 1 3 8‘ 米下院外交委員会で可決された 「慰安婦
邑必函週 問 題jに関する対 日非難決議案について、 見聞しと

撤回を求める抗t羽田が在日米大使館に提出�れた。この抗！義
富は、 有志の国会 地方議員‘学者、 文化人ら約220名の質
問者の下、作成. !IE出されたもの。米大使館へ抗議8を浸出
した日の午後、都内で緊急の記者会見が悶かれた。（。25貞）

広島県で初となる、
日本会議広島三原支部が設立さる

信ヨー・ 6 月 10日 ． 白 木会議広島三原支部設立総会が開 催：
也益面B された． 「美しい 国 づ く り講演会jと題 して、 百 i也

註日本大学教綬が�c念品演を行った（。24頁）
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